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科学衛星「あけぼの」搭載 VLF 波動計測装置のサブシステムの一つである広帯域スペクトル受信器（WBA）は、

電磁界の 1 成分を 100Hz-14kHz の広帯域で計測している。観測されたアナログ波形は VSB 変調を施され地上に伝送

され、そのまま DAT テープに記録されている。当研究室には 15 年分のデータが記録された DAT テープ 2万本以上

が保管されている。既存の WBA 解析システムは、DAT から再生したデータを復調処理し、スペクトル データと復

調後の波形データを生成していたが、解析の都度、DAT テープからデータを読む必要があったことや、WBA データ

から波動の絶対強度を算出するには別テレメトリで伝送された増幅器（WIDA）のステータスを参照する必要があり、

従来の解析では絶対較正したデータの解析に多くの手間を要した。また今後のデータ利用のためには、データのオ

ンラインデータベース化が必須である。 

 

本報告ではまず、DAT に記録されたデータをそのままデジタルデータとしてオンライン化するとともに、WIDA

情報をオンラインデータベース化した。これによって、デジタル化された復調前データと、WIDA 情報データベー

スに対し SQL を用いて取得した増幅器のステータスを容易に参照することが可能となり、絶対強度に較正した WBA

波形データを生成できるようになった。これら波形データは最終的にはテラバイトオーダーにのぼるが、システム

の構築に当たっては、将来衛星における大量観測データのデータベース化を意識し、高効率かつ容易に各種ステー

タスや生データを相互参照できるシステムの設計としている。本講演では、開発したシステムの概要について紹介

する。 

 


